
 

 

 

   非対称極点図の評価 

   単結晶のような対称性のない極点図の評価 
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 ＯＤＦ解析を行う場合、ＯＤＦ内部のＲＤ－ＴＤ配置によって、 

ＯＤＦのＥｕｌｅｒ角度に影響を与える。 
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ＣＷ－ＴＤ 

ＣＣＷ－ＴＤ 



概要 

材料の外形を RD-TD で規定して、極点図に RD,TD が表記されているが、この表記が曖昧になってる 

様に思われる。そこで、単結晶 Si を用いて、非対称極点図を作成し、評価を行った。 

測定は、TD を RD に対して左側とし、測定は RD->TD 方向を測定した。すなわち、材料を時計回りに 

測定を行い、極点図が反時計回りとなる測定系である。 

しかし ODF によっては、極点図の右側にＴＤを表示しているのがほとんどである。 

単結晶のような非対称極点図の場合、ＴＤを左側で測定したデータでは並び替えが必要になる。 

（１／４対称、１／２対称（左右がミラー）では問題は発生しない） 

    

  以降、極点図を議論する場合、データの並びで、上の極点図をＣＣＷ,下の極点図をＣＷとして表現する。 

  ＯＤＦソフトウエアではＣＷでもＲＤ－ＴＤ－ＮＤの関係は、以下の様に記述されている。 

 

     

結果 

 ＣＣＷはＣＷよりＯＤＦのＥｕｌｅｒ角度φ１軸が９０度回転している。 

 しかし、１／４対称で解析した場合、ＯＤＦ図は同じになる。 

 

 



  

  

 

 極点図測定とは、ＲＤの方向が逆であるが、ステレオ投影図は同じになる。 

 この表示のＲＤ方位の取り方が逆になっているだけで、同じ測定が出来ている。 

 １８０度軸を回転して見ると、表記法はＣＣＷである。 

 



測定極点図 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 ＬａｂｏＴｅｘでは極点図の表示でＴＤは右側のため、データ読み込みはＣＷである。 

 そのため、測定データＣＣＷからＣＷ変換して読み込ませる 

 このＣＣＷ－＞ＣＷ変換はＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで自動的に行われている。 

 又、逆変換（ＣＷ－＞ＣＣＷ）機能はＬａｂｏＴｅｘソフトウエアが持っている。 

  

 

  同じデータを通常読み込みと CCW 変換して読み込んだ場合 

   

  ＰＦｔｏＯＤＦ３で、ＣＣＷ－＞ＣＷ変換しているために、通常読み込みで測定データと同じになる。 

  

 

 



ＬａｂｏＴｅｘでＣＷとしてＯＤＦ解析する。 

入力極点図 

 

φ1  0->90                90->180 

  

    

 180->270    270->360 

  

再計算極点図 

 



ＬａｂｏＴｅｘ－ＣＣＷ 

入力極点図    

 

φ1＝0->90                   φ1＝90->180 

  

φ1＝180->270     φ1=180->360 

  

 

再計算極点図 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで処理 

ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアでＴｅｘＴｏｏｌｓの場合、ＴＤは左側のため、データはＣＣＷで読み込む。 

以下を入力データとしてＯＤＦ解析すると、 

ＯＤＦ図はＬａｂｏＴｅｘのＣＣＷと一致、極点図は逆になる。 

 

φ1＝0->90                   φ1＝90->180 

  

φ1＝180->270     φ1=180->360 

  

再計算極点図 

 



もしＴｅｘＴｏｏｌｓにＣＷのデータを与えると（入力極点図がＲＤに対し反転するデータ）ＯＤＦ図は 

ＬａｂｏＴｅｘのＣＷと同じ傾向になる。再計算極点図は、入力データと同じで、測定データと反転する。 

 

φ1＝0->90                   φ1＝90->180 

  

φ1＝180->270     φ1=180->360 

  

再計算極点図 

    

 

 



逆極点比較 

  

ＬａｂｏＴｅｘ－ＣＷ 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ－ＣＣＷ 

ND    RD    TD 

   

ＴｅｘＴｏｏｌｓ－ＣＷ 

ND    RD    TD 

   


